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　本町のまちづくりについて
総合的に検証し充実させるた
め、専門的な学識を有する
方々を委嘱するものです。（今
回は、町内在住で鹿大名誉教
授の吉原氏他）
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　６月２１日の豪雨により発生
した２０件分の小災害の復旧に
係る重機借上料です。
（受益者負担２０％）
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　将来の湧水町産銘柄牛の生
産確立と、和牛生産振興を目
指して、湧水町産の種雄牛と
の交配を促進するため、交配
牝牛の妊娠確認後、１頭当た
り１万円を助成するものです。
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　全日本バレーボール小学生
大会鹿児島大会において、男
子の部、女子の部ともに轟ジ
ュニアバレーボールクラブが
優勝し、全国大会へ出場する
ことになりました。
　よって、その大会出場費を
助成するものであります。
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　湧水町衛生処理場を、行政
改革に基づく指定管理者制度
を活用し、株式会社三州衛生
公社に管理委託することにな
りました。
　これにより、５年間で１５％
の経費削減と休日の営業等、
住民サービスの向上が図られ
ます。（し尿処理費　△２，３８８
千円）
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　第二回定例会は６月１８日招集され、３０日までの１３日間の会期で開催されました。

　今定例会では、湧水町ふるさと応援寄附条例の制定等２件、予算では一般会計と特別会計２

件及び水道事業会計の補正、また吉松小学校建設に係る契約及び衛生処理場と下川西地区グラ

ウンドの管理運営に関する指定管理者の指定について上程され、それぞれ原案のとおり可決し

ました。

　陳情については２件を採択し１件を不採択。意見書は３件提出されそれぞれ可決しました。

　なお、湯ったり館管理組合の解散と清算に関わる全ての処理を求める請願書の提出を受け、

湯ったり館調査特別委員会を設置、継続審査としました。

　一般質問では、議員６名が９項目について質問しました。

　幸田小学校教頭住宅は建築
２６年を経過し老朽化したこと、
学校から遠いなどの理由から、
今回、学校管理上近くに移転
新築します。
　１２月完成予定です。
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　文部科学省は地震災害対策
特別措置法が成立したのを受
け、事業主体の市町村に対し、
公立小中学校等、施設の耐震
化を急ぐよう指摘しました。
　これに基づく耐震診断調査
費であります。
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���　４，１６６万円

　　　　↓
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１６億４，９００万円
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���　１５３万円

　　　　↓
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２億１，４１９万円
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　　　　↓
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２億８，３９５万円
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平
成　

年
度
の
国
の
税
制

２０

改
正
で
拡
充
さ
れ
た
「
ふ
る

さ
と
納
税
制
度
」
に
伴
い
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同

し
、
そ
の
意
向
を
「
寄
附
金
」

と
い
う
形
に
表
し
て
、
寄
附

さ
れ
る
方
々
の
寄
附
金
を
有

効
に
活
用
す
る
こ
と
と
、
適

正
な
管
理
を
行
う
た
め
、
本

条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

（
早
速
寄
附
を
頂
い
て
い
ま

す
。）

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
吉
松

公
園
の
運
動
用
照
明
使
用
料

に
つ
い
て
大
き
な
違
い
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
吉

松
公
園
の
使
用
料
を
町
営
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
使
用
料
と
同
額

に
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
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こ
れ
ま
で
常
勤
医
師
２

人
体
制
だ
っ
た
脳
神
経
外

科
が
今
年
４
月
か
ら
１
人

体
制
と
な
り
、
今
後
、
医

師
の
確
保
が
で
き
る
の
か
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
深

刻
な
状
況
を
強
い
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
、
小
児
科
も
現
在

は
２
人
体
制
で
あ
る
も
の

の
、
医
師
希
望
者
が
減
少

し
て
お
り
、
住
民
に
大
き

な
不
安
を
与
え
て
い
る
。

　

安
全
で
安
心
な
生
活
を

送
る
上
で
も
地
域
住
民
の

要
望
に
応
え
、
医
療
体
制

が
充
実
さ
れ
る
よ
う
、
県

立
北
薩
病
院
の
脳
神
経
外

科
・
小
児
科
の
常
勤
医
師

の
確
保
を
強
く
要
望
す
る
。
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どうなった！

　過去のいきさつから用地確保の困難性が想定されることと、完成後の供

用が地区民全体のものとなりづらいもの等から判断したものです。
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　幸田頭字佐牟田地区は生活道路の幅員が狭く、小型車や農機車の通行しか

できず、また側溝がないため梅雨や台風時期は雨水が道路を流れる。

　また、火事や災害等が発生すると緊急車両は現場に近づけない環境にある。

過去幾度となく行政へ要望を行っているが、計画の段階で頓挫し現在に至っ

ているため早期解決を願いたい。
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　陳情を受け、衆・参議員議長、内閣総理大臣外４大臣へ意見書を提出。
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　水源林等公益森林の整備、更には地域林業・木材産業の振興を通じた山村
の活性化に十分に寄与できるよう強く要請する。
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　陳情を受け、文部科学大臣外２大臣へ意見書を提出。
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　教育予算を国全体としてしっかりと確保・充実させる必要があることから
国の関係機関へ意見書を提出していただくよう要請する。
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　議長及び関係議員を除く１５名で構成することとし、委員長に森山マスミ議員、副委員長に
渕上幸男議員を決定しました。
　特別委員会では、紹介議員より請願内容について説明を受けましたが、関係者から更に説
明を求める必要があると判断し、継続審査としました。
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　森のやかた湯ったり館管理組合の理事及び監事全員の総意において管理組合の解散等に関わ

る全ての事務処理について、設置管理者であり、管理組合に委託契約を行ってきた湧水町に、

法的及び道義的責任と権限で速やかに処するよう求める。
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一 般 質 問

第
一
次
湧
水
町
総
合

振
興
計
画
を
基
本
に
、

湧
水
町
後
期
過
疎
地
域
自
立

促
進
計
画
の
年
次
的
整
備
実

施
に
よ
り
着
実
な
成
果
を
あ

げ
つ
つ
あ
る
中
、
今
後
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
と
の

総
合
的
視
点
で
統
廃
合
問
題

を
議
論
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

具
体
的
検
討
の
必
要
性
が
あ

る
と
思
う
か
。
町
長
・
教
育

委
員
長
に
伺
う
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、

歴
史
、
伝
統
等
が
あ

る
学
校
で
あ
る
た
め
、
統
廃

合
問
題
の
議
論
も
必
要
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
更
に
、
学

校
を
中
心
と
し
た
地
域
づ
く

り
を
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、

現
在
の
と
こ
ろ
統
廃
合
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

町
長
と
し
て
の
決
断
に
基

づ
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

町
内
の
小
規
模
校
に

お
い
て
は
、
小
規
模

校
な
ら
で
は
の
学
習
の
取
り

組
み
を
行
い
、
学
力
面
、
ス

ポ
ー
ツ
面
、
芸
術
文
化
面
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
学

校
は
、
地
域
の
む
ら
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
民

の
学
校
へ
の
支
援
も
強
く
、

現
在
の
と
こ
ろ
統
廃
合
は
考

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
今
後

こ
の
件
に
つ
い
て
の
考
え
方

を
町
長
部
局
と
も
ま
と
め
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

小
規
模
校
の
活
躍
が
目
立

っ
て
き
て
い
る
中
、
小
規
模

校
だ
と
い
う
こ
と
で
教
育
委

員
会
か
ら
統
廃
合
問
題
を
持

ち
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
ど

う
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
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ここが

聞きたい！
ここが

聞きたい！ 議員６名議員６名

一般質問・答弁の内容は

質問者自らが要約したも

のです

� � � � � �

������������������������������ � �

－１７２５７２５８２７６２７４�����

＋６７７７７７９７１����

－１９３９４５４７５８�����

０２４２４２８２４�����

－２８１８２１８０２０５２１０�����

－５８名５７９名５８４名６３５名６３７名�

－４２２０１２１１２１５２４３�����

－５０９３１１９１１５１４３�����

－９２名２９４名３３０名３３０名３８６名�



一 般 質 問
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５
月
に
ス
タ
ー
ト
し

た「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
を
ど
う
思
う
か
伺
う
。

地
方
の
税
収
格
差
の

是
正
を
目
的
に
設
け

ら
れ
た
制
度
で
す
が
、
地
方

財
政
が
改
善
さ
れ
る
と
は
思

い
ま
せ
ん
。
地
方
交
付
税
制

度
等
を
充
実
し
、
安
定
し
た

財
源
を
保
証
す
べ
き
と
考
え

ま
す
。

鹿
児
島
県
は
、
県
と

市
町
村
が
一
体
と
な

り
「
か
ご
し
ま
応
援
寄
付
金

募
集
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
、
県
が
窓
口
に
な
り
寄
付

金
を
分
配
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
こ
の
取
り
組
み
を
ど

う
評
価
す
る
か
伺
う
。

分
配
方
法
等
十
分
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

県
外
縁
故
者
が
少
な
く
機
動

力
を
有
し
な
い
本
町
に
と
っ

て
は
、
一
定
の
評
価
が
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

本
町
へ
直
接
寄
付
し

た
い
方
の
た
め
に
、

町
独
自
の
取
り
組
み
も
し
て

い
き
ま
す
。

寄
付
金
額
の
予
測
を

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

寄
付
者
の
意
思
に
基

づ
く
も
の
で
す
の
で
、

今
の
と
こ
ろ
予
測
は
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
市
町
村
間

の
知
恵
比
べ
な
ら
ぬ

寄
付
金
の
争
奪
戦
も
予
想
さ

れ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

活
用
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

事
前
の
啓
発
・
制
度

の
説
明
・
受
付
方
法

・
結
果
の
公
表
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
面
で
活
用
を
予
定
し
て

い
ま
す
。寄

付
者
の
心
を
引
き

つ
け
る
こ
と
が
成
功

へ
の
鍵
に
な
る
と
思
う
。
庁

内
有
志
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と

応
援
特
命
チ
ー
ム
」
を
結
成

し
、
総
合
的
か
つ
精
力
的
な

取
り
組
み
を
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

寄
付
者
の
ふ
る
さ
と

へ
の
思
い
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。歴

史
的
価
値
の
高
い

般
若
寺
茶
（
仮
称
）

を
、
観
光
資
源
と
し
て
活
か

す
考
え
を
伺
う
。

「
鹿
児
島
茶
発
祥
の

地
」
と
言
わ
れ
る

「
自
生
す
る
伝
説
の
山
茶
」

や
名
将
の
逸
話
に
あ
る
「
古

寺
」
な
ど
を
訪
れ
る
道
を
裏

参
道
と
位
置
づ
け
、
湯
っ
た

り
館
等
と
一
体
と
な
っ
た
活

用
が
で
き
な
い
か
検
討
中
で

す
。

　

遺
跡
周
辺
の
整
備
、
盗
掘

・
盗
難
対
策
も
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

般
若
寺
は
、「
三
国

名
勝
図
会
」
に
よ
り

当
時
の
よ
う
す
を
う
か
が
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

倒
壊
し
散
乱
し
て
い
た
五

輪
塔
な
ど
の
調
査
を
お
こ
な

い
貴
重
な
文
化
財
も
発
見
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、「
お
茶
」
と
組
み

合
わ
せ
て
、
地
域
の
歴
史
や

文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

貴
重
な
資
料
と
し
て
町
指
定

文
化
財
と
な
る
よ
う
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

景
観
が
損
な
わ
れ
な
い
よ

う
、
伐
採
等
も
し
て
い
き
ま

す
。
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一 般 質 問

合
併
の
目
的
は
財
政

の
ス
リ
ム
化
に
あ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
本
町
の
平
成　

年
度
の

２０

当
初
予
算
額
は
、　

億
円
を

７０

超
え
て
い
る
。
も
う
少
し
緊

縮
型
の
予
算
は
組
め
な
か
っ

た
の
か
伺
う
。

合
併
協
議
時
に
策
定

し
た
財
政
計
画
を
基

本
に　

億
円
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ

７０

ス
２
〜
３
億
円
を
適
正
規
模

と
考
え
財
政
運
営
を
行
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。
本
年
度
の

当
初
予
算
も
合
併
特
例
債
を

活
用
し
た
大
型
事
業
で
あ
る

学
校
施
設
整
備
に
取
り
組
ん

だ
結
果　

億
円
を
超
え
た
も

７０

の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
将

来
の
財
政
規
模
の
見
通
し
に

つ
い
て
は
、
合
併
に
よ
る
特

別
な
財
政
措
置
の
期
間
満
了

に
よ
る
歳
入
の
減
少
を
受
け
、

歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
の
規

模
を
堅
持
す
べ
く
、　

億
円

６５

程
度
を
適
正
規
模
と
す
る
財

政
運
営
に
移
行
し
ま
す
。

権
限
移
譲
に
つ
い
て

伺
う
。

権
限
移
譲
希
望
事
務

に
つ
い
て
個
別
協
議

を
行
い
受
け
入
れ
て
お
り
ま

す
が
、
権
限
の
移
譲
で
は
な

く
、
単
な
る
事
務
の
移
譲
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
再
生
対
策
費
に

つ
い
て
伺
う
。

１
億
１
０
０
０
万
円

程
度
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
合
併
町
と
し

て
の
増
額
措
置
が
な
さ
れ
た

結
果
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
方
で
地

方
交
付
税
の
通
常
分
の
交
付

総
額
が
減
額
さ
れ
て
お
り
、

財
政
運
営
上
は
、
多
く
は
望

め
な
い
見
通
し
と
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

町
長
の
答
弁
を
総
合

し
て
考
え
る
と
、
歳

入
の
増
え
る
要
素
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
考
え
る
が
、
歳
出

を
お
さ
え
て
い
く
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
か
。

そ
う
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

目
標
の
達
成
状
況
に

よ
り　

％
の
ペ
ナ
ル

１０

テ
ィ
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

目
標
の
達
成
状
況
に

よ
り　

％
の
ペ
ナ
ル

１０

テ
ィ
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
は

問
題
視
さ
れ
ま
す
が
、
い
か

に
適
切
か
つ
、
効
率
的
な
健

診
・
保
健
指
導
を
行
な
い
、

そ
の
結
果
と
し
て
糖
尿
病
等

の
有
病
者
・
予
備
軍
を
減
ら

す
か
が
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

り
ま
す
。
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一 般 質 問
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本
町
来
訪
者
へ
の
自

転
車
の
無
料
貸
出
し

事
業
の
検
討
結
果
等
を
伺
う
。

観
光
協
会
と
連
携
し

て
散
策
マ
ッ
プ
の
作

成
に
取
組
み
、
安
心
・
安
全

な
管
理
の
中
、
実
施
で
き
る

よ
う
引
続
き
検
討
し
ま
す
。

子
供
の
夢
を
育
む
風

船
を
利
用
し
た
本
町

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
検
討

結
果
等
を
伺
う
。

町
の
広
報
、
子
供
た

ち
の
夢
を
大
空
に
飛

ば
し
、
叶
え
る
こ
と
は
大
事

な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

自
然
環
境
、
安
全
性
及
び

公
害
等
の
問
題
が
、
懸
念
さ

れ
る
の
で
、
更
な
る
検
討
を

し
、
実
現
に
向
け
努
力
し
ま

す
。

一
番
遠
く
へ
飛
ん
だ

人
を
観
光
大
使
と
し

て
派
遣
し
、
首
長
の
表
敬
と

拾
っ
た
人
に
棚
田
米
等
を
贈

呈
す
る
等
の
小
イ
ベ
ン
ト
に

よ
り
、
話
題
性
が
増
し
、
全

国
的
な
広
報
効
果
が
期
待
で

き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
今
後

の
検
討
を
望
む
。

須
屋
川
に
蛍
を
放
ち
、

湯
っ
た
り
館
へ
の
相

乗
効
果
が
期
待
で
き
る
と
述

べ
た
が
、
清
流
の
小
河
川
の

多
い
本
町
の
特
性
を
生
か
し

蛍
の
飛
び
交
う
「
蛍
の
里
」

づ
く
り
の
推
進
に
つ
い
て
伺

う
。
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蛍
の
乱
舞
す
る
所
が

町
内
に　

ケ
所
あ
り

１０

ま
す
。

　

湯
っ
た
り
館
も「
蛍
の
里
」

づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、
行

政
も
支
援
し
な
が
ら
、
町
内

全
域
の
「
蛍
の
里
」
づ
く
り

に
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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一 般 質 問

整
備
計
画
案
が
公
表

さ
れ
た
が
、
阿
波
井

堰
の
改
築
は
明
記
し
て
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
施
時

期
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

一
般
改
修
事
業
予
算
で
進
め

る
と
伺
っ
て
い
る
。
住
民
の

生
命
財
産
を
守
る
唯
一
の
方

法
は
可
動
堰
設
置
以
外
に
解

決
の
手
段
は
な
い
。
今
一
度

住
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体

と
な
り
平
成　

年
３
月
チ
ッ

２３

ソ
水
利
権
更
新
ま
で
に
着
工

し
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
国

交
省
に
強
く
働
き
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

現
在
、
阿
波
井
堰
改

築
に
向
け
て
予
備
設

計
の
調
整
測
量
が
行
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
河
川
改
修
検
討

委
員
会
の
中
で
平
成　

年
３

２３

月
ま
で
を
期
限
と
し
た
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
し
、

平
成　

年
度
末
ま
で
に
堰
本

２２

体
の
改
築
に
着
手
す
る
よ
う

要
望
書
の
検
討
を
行
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
三
者
が
一

体
と
な
り
水
利
権
更
新
ま
で

堰
本
体
が
着
手
さ
れ
る
よ
う

更
に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り

ま
す
。

今
ま
で
の
協
議
で
国

交
省
の
考
え
方
に
基

づ
き
川
内
川
水
系
河
川
整
備

計
画
の
策
定
に
対
し
、
現
実

問
題
と
し
て
そ
の
予
算
措
置

（
阿
波
井
堰
関
係
）
を
平
成

　

年
度
予
算
で
措
置
し
よ
う

２１と
し
て
い
る
の
か
、
来
年
度

予
算
概
算
要
求
は
各
省
庁
、

財
務
省
に
８
月
ま
で
川
内
川

河
川
事
務
所
の
方
で
予
算
獲

得
に
大
い
に
努
力
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。
他
所
よ
り
多

く
の
予
算
が
獲
得
さ
れ
る
よ

う
、
声
を
大
に
し
て
力
強
い

要
求
を
河
川
事
務
所
へ
行
う

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
町

長
の
考
え
を
伺
う
。

指
定
工
事
、
こ
の
予

算
は
、
こ
こ
で
し
か

使
え
な
い
工
事
費
を
国
の
方

で
き
ち
ん
と
つ
け
て
も
ら
う

こ
と
が
絶
対
必
要
で
あ
り
ま

す
。
予
算
の
独
自
性
、
阿
波

狭
窄
部
単
独
予
算
に
つ
い
て

明
確
な
も
の
を
も
ち
、
理
論

闘
争
と
現
実
闘
争
を
持
っ
て

い
け
ば
私
は
や
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
自
分
達
の
阿
波

井
堰
の
あ
り
方
を
持
っ
て
い

け
ば
や
れ
る
と
思
う
の
で
、

住
民
の
方
々
に
も
充
分
意
見

を
言
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
住
民
の
声
で
行
政
は

動
い
て
い
ま
す
。
住
民
、
議

会
、
行
政
、
三
者
一
体
で
協

力
し
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
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一 般 質 問
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（
一
）
庁
内
循
環
―

防
災
、
通
学
・
通
勤

の
視
点
―
カ
ー
ブ
カ
ッ
ト
や

右
左
折
ラ
イ
ン
等

（
二
）
青
少
年
育
成
保
護
条

例
（
有
害
図
書
規
制
）
の
設

置
の
視
点
―
幹
線
通
学
路
規

制
指
定

（
三
）
Ｃ
Ｏ
２
・
安
全
・

健
康
・
観
光
の
視
点
―
サ
イ

ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
・
車
椅
子

・
農
耕
車

（
四
）
集
落
道
・
農
林
道

・
側
溝
蓋
や
離
合
帯
の
地
区

点
検

な
ど
利
便
（
受
益
効
果
）、
安

心
安
全
面
の
地
区
や
住
民
要

望
を
踏
ま
え
た
整
備
計
画
の

合
意
形
成
、
優
先
検
討
を
望

む
が
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

住
民
要
望
・
緊
急
性

を
考
慮
、交
通
量
・
幅

員
・
曲
線
・
勾
配
等
総
合

的
検
討
、
生
活
利
便
と
人
に

優
し
い
道
づ
く
り
を
新
町
づ

く
り
計
画
を
基
に
振
興
計
画

に
搭
載
、
過
疎
計
画
で
各
種

事
業
予
算
を
組
み
整
備
し
て

き
て
い
ま
す
。
林
道
は
国
や

県
の
補
助
事
業
で
実
施
し
て

い
ま
す
。
合
併
３
年
間
の
分

野
別
基
本
計
画
の
推
進
検
証

を
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中

で
再
検
討
す
る
も
の
も
で
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
提
案
の

視
点
も
参
考
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
。条

例
は
県
な
ど
の
情

報
を
再
度
収
集
、
研

究
い
た
し
ま
す
。
町
長
同
様
、

住
民
の
強
力
な
結
束
強
力
が

重
要
と
考
え
ま
す
。

（
一
）
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
（
法
令
遵
守

―
公
務
・
企
業
・
日
常
生

活
・
交
通
）
・
マ
ナ
ー

（
二
）
食
品
・
環
境
・
事

故
（
交
通
・
作
業
・
運
動

・
医
療
系
）

（
三
）
無
差
別
殺
傷
事
件
／

Ｐ
Ｃ
・
携
帯
サ
イ
ト
／
薬
物

／
勧
誘
な
ど
先
進
国
都
市
型

・
情
報
型
犯
罪
か
ら
住
民
の

生
命
や
財
産
を
守
る
防
犯
や

事
故
な
ど
危
険
管
理
の
啓
発

と
対
策
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

多
種
多
様
な
犯
罪
が

多
発
し
て
い
る
が
、

各
分
野
で
の
法
令
遵
守
が
基

本
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
防

犯
系
の
危
機
管
理
は
広
報
紙

や
防
災
無
線
で
の
注
意
喚
起

や
啓
発
の
情
報
提
供
と
同
時

に
、
警
察
、
防
犯
組
合
な
ど

各
団
体
と
連
携
、
パ
ト
ロ
ー

ル
等
対
策
に
努
め
て
お
り
、

今
後
も
強
化
し
て
ま
い
り
ま

す
。

不
審
者
事
案
に
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
警
察
、
関
係

団
体
と
連
携
し
、
あ
い
さ
つ

運
動
や
登
下
校
パ
ト
ロ
ー
ル

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た

Ｐ
Ｃ
や
携
帯
サ
イ
ト
に
よ
る

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
フ

ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の
啓
発
や
薬

物
防
止
教
室
を
開
催
し
、
危

険
予
知
能
力
の
向
上
を
図
っ

て
い
ま
す
。
町
ぐ
る
み
の
情

報
共
有
に
よ
る
予
防
能
力
の

向
上
強
化
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
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川
内
川
に
お
け
る
激
特
事

業
等
の
現
地
確
認
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

調
査
に
は
川
内
川
河
川
事

務
所
副
所
長
外
３
課
長
が
同

行
さ
れ
、
般
若
寺
温
泉
特
殊

堤
を
皮
切
り
に
、
下
流
の
広

田
地
区
護
岸
災
害
復
旧
工
事

現
場
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
説
明
を

受
け
、
湧
水
町
内
に
お
け
る

川
内
川
改
修
の
全
容
を
把
握

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
日
、
判
明
し
た
事
項

は
、

①　

北
方
橋
下
流
右
岸
の
拡

幅
は
、
綾
織
地
区
護
岸
災

害
復
旧
工
事
現
場
（
左

岸
）
の
対
岸
ま
で
と
な
る
。

②　

北
方
地
区
竹
下
水
門
下

流
（
右
岸
）
の
大
型
土
嚢

施
工
箇
所
は
、
工
期
が
不

足
し
た
た
め
の
暫
定
施
工

で
あ
り
、　

年
度
に
お
い

２０

て
完
工
予
定
で
あ
る
。

③　

永
山
、
川
添
地
区
に
お

い
て
は
、　

年
度
川
添
地

２０

区
、　

年
度
以
降
川
西
地

２１

区
を
施
工
す
る
な
ど
で
あ

り
ま
し
た
。
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熊
本
河
川
国
道
事
務
所
に

お
い
て
、
兼
用
堤
防
の
研
修

を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
先
の
一
般
質
問
で

提
言
し
た
桶
寄
橋
よ
り
吉
松

橋
ま
で
の
本
堤
を
拡
幅
補
強

し
、
災
害
時
の
迂
回
路
と
し

て
の
活
用
と
、
そ
の
実
現
の

可
能
性
を
探
る
こ
と
を
目
的

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

同
事
務
所
の
案
内
で
熊
本

県
緑
川
の
兼
用
堤
防
を
視
察

い
た
し
ま
し
た
。

　

緑
川
に
お
い
て
は
、
加
勢

川
と
の
間
に
中
洲
状
に
伸
び

る
陸
地
に
県
道
川
尻
甲
佐
線

が
兼
用
堤
防
と
し
て
通
っ
て

い
ま
す
が
、
説
明
に
よ
る
と
、

こ
の
地
域
で
最
も
河
床
よ
り

高
い
位
置
に
道
路
を
通
し
、

堤
防
の
役
割
を
果
た
し
て
き

た
経
緯
が
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に

河
川
敷
内
に
は
広
く
民
地
が

広
が
り
、
牧
草
地
や
中
に
は

墓
地
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
川
の
御
船
川
に

お
い
て
は
、
昭
和　

年
大
水

５４

害
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
し
、

激
特
事
業
に
よ
り
復
旧
が
な

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
御
船

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
に

お
い
て
は
従
来
の
兼
用
堤
防

の
内
側
（
河
川
側
）
に
新
た

に
築
堤
が
な
さ
れ
、
堤
全
体

を
構
造
物
で
覆
う
強
固
な
堤

体
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

河
川
側
に
築
堤
を
す
る
こ

と
は
異
例
な
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
国
道
付
け
替
え
経
費

と
の
兼
ね
合
い
で
取
ら
れ
た

措
置
と
の
説
明
で
あ
り
ま
し

た
。

　

兼
用
堤
防
と
し
て
、
日
常

一
般
車
両
の
通
行
を
可
能
と

す
る
た
め
に
は
法
的
に
ク
リ

ア
す
べ
き
点
が
多
く
、
か
な

り
ハ
ー
ド
ル
の
高
い
も
の
と

判
明
い
た
し
ま
し
た
。
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川
内
川
河
川
事
務
所
に
お

い
て
河
川
改
修
（
激
特
・
災

害
復
旧
）
に
係
る
進
捗
状
況

と
今
後
の
工
事
概
要
に
つ
い
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る
支
川
の
河
床
低
下
に
対

す
る
対
策

③　

般
若
寺
特
殊
堤
に
お
け

る
景
観
対
策

④　

湯
谷
川
合
流
点
に
お
け

る
河
道
修
正
の
必
要
性

⑤　

広
田
、
菱
刈
境
の
河
道

の
カ
ー
ブ
カ
ッ
ト
の
必
要

性
⑥　

本
線
河
床
低
下
に
よ
る

各
橋
梁
の
安
定
性
の
確
保

対
策

⑦　

激
特
事
業
に

よ
り
計
画
さ
れ

て
い
な
い
寄
洲

対
策

⑧　

桶
寄
橋
よ
り

吉
松
橋
ま
で
の

兼
用
堤
防
化
の

提
言

⑨　

湧
水
町
吉
松

地
区
と
、
さ
つ

ま
町
に
お
け
る

災
害
の
頻
度
差

の
指
摘

⑩　

轟
地
区
に
お

け
る
河
床
掘
削

の
概
要
を
早
く

示
し
、
住
民
の

不
安
に
対
応

す
べ
し
と
す
る

指
摘

⑪　

阿
波
井
堰
の
具
体
的
改

修
計
画
を
平
成　

年
水
利

２３

権
更
新
期
限
前
に
示
さ
な

け
れ
ば
、
住
民
の
理
解
は

得
ら
れ
な
い
と
の
指
摘

等
が
主
な
も
の
で
あ
り
ま
し

た
が
、
河
川
事
務
所
の
対
応

は
常
に
前
向
き
で
あ
り
期
待

を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　

答
弁
の
主
な
も
の
と
し
て

①　

阿
波
井
堰
改
修
計
画
に

つ
い
て
は
調
査
に
着
手
し

て
お
り
、
で
き
る
だ
け
期

待
に
添
う
よ
う
努
力
す
る
。

②　

轟
の
河
床
掘
削
に
つ
い

て
は
景
観
対
策
、
急
流
の

活
用
対
策
等
課
題
が
多
く
、

工
法
決
定
に
至
っ
て
な
い

が
、
指
摘
に
対
し
真
摯
に

対
応
す
る
。

③　

広
田
、
菱
刈
境
の
河
道

の
カ
ー
ブ
カ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
河
川
整
備
計
画
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

④　

桶
寄
橋
よ
り
吉
松
橋
ま

で
の
兼
用
堤
防
化
に
つ
い

て
は
理
解
で
き
る
提
案
で

あ
り
、
水
害
に
強
い
地
域

づ
く
り
事
業
の
認

定
団
体
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
湧
水
町

よ
り
ア
イ
デ
ィ
ア

を
上
げ
て
ほ
し
い
。

実
現
可
能
で
あ
る
。

⑤　

今
回
の
激
特
事

業
完
了
時
点
で
、

桶
寄
川
合
流
点
の

水
位
は
従
来
よ
り

　

�
低
下
す
る
見

４０込
み
で
あ
る
。

な
ど
で
あ
り
ま
し
た
。

　

今
の
国
の
前
向
き

な
考
え
が
後
退
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、

今
後
も
行
政
、
議
会
、
住
民

が
一
丸
と
な
っ
て
国
の
動
向

を
注
視
し
、
本
町
の
意
見
を

述
べ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

�
��

�
�
�
�
�

��

　

川
内
川
上
流
河
川
改
修
期

成
会
の
呼
び
か
け
に
よ
り
小

里
代
議
士
が
来
町
さ
れ
、
阿

波
井
堰
現
場
に
お
い
て
行
政
、

住
民
と
共
に
全
員
が
出
席
し
、

委
員
長
が
現
状
報
告
と
要
望

を
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
阿
波
井
堰
改
修
案
が

平
成　

年
３
月
の
水
利
権
更

２３

新
前
に
示
さ
な
け
れ
ば
住
民

の
理
解
は
得
ら
れ
な
い
。
こ

の
旨
を
国
に
強
く
働
き
か
け

て
ほ
し
い
と
す
る
も
の
で
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
、
水
害
対
策
調
査
特

別
委
員
会
の
閉
会
中
の
経
過

報
告
と
い
た
し
ま
す
。

て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

河
川
事
務
所
も
所
長
以
下
、

全
課
長
及
び
担
当
者
が
同
席

さ
れ
、
２
時
間
余
り
に
亘
る

実
の
あ
る
意
見
交
換
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

委
員
よ
り
出
さ
れ
た
意
見
、

質
問
等
は
、

①　

中
野
樋
門
付
近
の
寄
洲

除
去
と
河
床
低
下
対
策

②　

本
線
改
修
に
よ
り
生
じ

加
勢
川�

緑
川�

����������	
��
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４
月　

日
熊
本
県
小
国
町

２２

・　

日
に
は
大
津
町
の
研
修

２３
を
行
い
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
小
国

町
の
消
防
・
防
災
行
政
に
つ

い
て
、
本
町
の
防
災
行
政
に

資
す
る
た
め
、
自
主
防
災
組

織
、
危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
等

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
行

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

小
国
町
は
人
口
は
８
２
３

２
人
、
阿
蘇
の
山
間
部
に
あ

っ
て
急
峻
な
地
形
が
特
徴
で
、

梅
雨
時
は
杖
立
川
・
津
江
川

の
増
水
や
氾
濫
、
台
風
に
よ

る
災
害
な
ど
し
ば
し
ば
起
き

て
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
平
成
３
年
９
月　
２７

日
台
風　

号
に
よ
る
被
害
、

１９

平
成
５
年
６
月　

日
・
平
成

１８

　

年
７
月　

日
の
集
中
豪
雨

１７

１０

に
よ
り
大
き
な
被
害
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
研
修
に
お
い

て
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、

台
風
・
集
中
豪
雨
等
の
災
害

が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

山
林
等
、
急
傾
斜
地
の
土
砂

崩
れ
等
に
お
い
て
は
、
治
山

事
業
・
砂
防
ダ
ム
・
ス
リ
ッ

ト
ダ
ム
の
建
設
な
ど
国
・
県

の
事
業
を
積
極
的
に
取
り
入

れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
自
主
防
災

組
織
は
１
０
０
％
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
区
長
会
や
自

治
会
長
会
で
の
防
災
組
織
の

説
明
で
は
住
民
が
理
解
し
に

く
く
、
区
長
・
自
治
会
長
を

通
し
て
住
民
に
説
明
し
意
識

付
け
す
る
こ
と
が
大
事
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

小
国
町
は
、
過
去
の
災
害

を
教
訓
に
し
な
が
ら
そ
れ
を

生
か
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
県
が
進
め
る
自
主

防
災
推
進
委
員
を
活
用
し
、

集
落
全
体
・
地
域
全
体
で
手

を
取
り
合
い
、
助
け
合
う
組
織

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
津
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

企
業
誘
致
に
つ
い
て
、
本
町

の
企
業
誘
致
に
資
す
る
た
め
、

誘
致
企
業
へ
の
支
援
体
制
・

雇
用
・
人
的
交
流
及
び
町
に

及
ぼ
す
効
果
等
に
つ
い
て
調

査
・
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
口
３
万
人
の
大
津
町
は
、

国
道　

号
と
国
道
３
２
５
号

５７

が
横
断
し
、
熊
本
空
港
、
九

州
縦
貫
自
動
車
道
・
熊
本
Ｉ

Ｃ
を
近
く
に
擁
す
る
交
通
条

件
に
恵
ま
れ
た
田
園
産
業
都

市
で
あ
り
ま
す
。

　

大
津
町
で
は
、
企
業
誘
致

に
対
す
る
意
識
を
職
員
に
徹

底
さ
せ
、
企
業
立

地
効
果
の
重
要
性

を
皆
が
共
通
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

冒
頭
、
本
町
の

概
要
を
説
明
し
ま

し
た
が
、
大
津
町

企
業
誘
致
課
長
は
、

本
町
が
有
す
る
環

境
・
水
・
交
通
の

利
便
性
・
広
い
土

地
が
、
大
津
町
と

変
わ
ら
な
い
条
件

に
あ
る
と
大
絶
賛

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
ゴ
ル
フ
場
計
画
跡

地
、
栗
野
工
業
高
校
、
く
り

の
霧
島
工
業
団
地
に
お
い
て
、

知
事
、
町
長
そ
れ
ぞ
れ
職
員

の
企
業
立
地
に
対
す
る
意
識

を
喚
起
さ
せ
、
今
後
、
町
長

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
も
期

待
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

議
会
と
し
て
も
住
民
に
企

業
誘
致
に
対
し
て
納
得
い
く

説
明
を
し
、
側
面
か
ら
支
援

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
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